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お
知
ら
せ

●
ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
一
時
金
の
貸
付
制
度

対
象
市
内
在
住
で
、一
時
的
に
資
金（
災
害
、

結
婚
、出
産
、入
学
、就
職
、葬
祭
な
ど
使
途

が
健
全
な
も
の
）が
必
要
な
世
帯

貸
付

限
度
額
３０
万
円

年
利
１
・
７
％

償
還

期
間
３
年
以
内

※
連
帯
保
証
人
が
必
要
、

審
査
あ
り

�
市
民
相
談
室
へ
内
線
１
１

４
１

●
３
月
１
日
〜
７
日
は

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
季
、火

災
予
防
意
識
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、毎
年
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重

要
性
を
認
識
し
、火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

統
一
標
語「
消
す
心

置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
�
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
�
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
や
寝
た
ば

こ
を
し
な
い
�
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
�
風
の
強
い
日
は
、

た
き
火
を
し
な
い
�
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
で
火
遊
び
を
し
な
い
�
電
気
器
具
は

正
し
く
使
い
、た
こ
足
配
線
を
し
な
い
�

ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な

い

�
予
防
課
へ
�
９
５
３
‐
７
１
１
３

●
金
融
機
関
の
再
編
に
伴
う

市
税
な
ど
の
納
付

あ
さ
ひ
銀
行
と
大
和
銀
行
が
３
月
１
日

に
分
割
合
併
し
、「
埼
玉
り
そ
な
銀
行
」と

「
り
そ
な
銀
行
」に
な
り
ま
す
。市
税
な
ど

の
納
付
は
、引
き
続
き
取
り
扱
い
ま
す
。

�
会
計
課
へ
内
線
１
０
２
２

●
消
防
団
退
団
者
と
団
員
家
族
に
感
謝
状

永
年
、消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
方
と
、活
動
を
支
え
て
い

る
家
族
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

退
職
消
防
団
員
報
償
元
第
３
分
団
長
・
本

の
ぶ
す
け

橋
信
介
氏
ほ
か
１３
名

市
長
感
謝
状
元
第

も
り

お

７
分
団
長
・
宮
野
守
郎
氏
ほ
か
１３
名

警

察
署
長
感
謝
状
元
副
団
長
・
水
村
明
宏
氏

ほ
か
２
名

消
防
長
・
団
長
感
謝
状
▼
第

１
分
団
…
吉
田
晴
美
氏
、大
川
戸
浩
美
氏
、

ゆ
き
こ

安
藤
之
子
氏
▼
第
３
分
団
…
宮
岡
美
千
代

氏
、小
窪
直
美
氏
、小
井
沼
君
枝
氏
、堀
内

み
ど
り
氏
、高
橋
理
恵
子
氏
▼
第
６
分
団

ご利用ください就学援助、奨学金制度

●小・中学校の就学援助制度
内容学用品費、学校給食費、修学旅行費などの援助 対象
経済的な理由で就学が困難と認められる児童・生徒の保
護者 認定基準所得金額。ただし、世帯構成、年齢、住宅形
態などにより基準額が異なります 例 ▼母３５歳・子８歳・
７歳…３０１万円 ▼父３８歳・母３５歳・子１２歳・８歳…３８１万円

▼父４３歳・母４０歳・子１５歳・１０歳・３歳…４６０万円 申し込
み世帯の中で収入のある方全員の収入を証明するもの
（源泉徴収票・確定申告書の写しなど）、家賃の証明書を持
って各小・中学校へ �学校教育課へ内線５６５５

●高校・大学入学のための奨学金制度
内容経済的な理由で、高校や大学に就学することが困難
な方に、奨学金をお貸しします 対象次のいずれにも該
当する方 ▼市内在住の子弟 ▼在学校長か最終卒業学校長
が推薦した方 ▼高等学校、高等専門学校、専修学校（専門
課程）、短期大学または大学に入学が決定しているか、在
学中で学資の支出が困難な方（収入によって制限あり） ▼

県内在住の連帯保証人がいる方
貸付額

�４月１０日�までに申請書（学校教育課に用意）に記入
し、必要書類を添えて学校教育課（審査あり）へ内線５６５４

消
費
者
ホ
ッ
ト
情
報

●
資
格
取
得
講
座
の
二
次
被
害

最
近
の
社
会
状
況
を
反
映
し
て
か
、電

話
勧
誘
で
の
資
格
商
法
に
関
す
る
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

事
例
１

５
年
前
に
資
格
講
座
を
契
約

し
、代
金
は
完
納
し
た
が
、資
格
は
取
得
し

な
か
っ
た
。昨
日
、突
然
業
者
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
資
格
取
得
ま
で
教
材
や
授
業
が
準

備
し
て
あ
る
。講
座
の
中
止
に
も
手
続
き

が
必
要
だ
」と
言
わ
れ
た
。

事
例
２

以
前
資
格
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
あ
る
。数
年
前
か
ら
職
場
や
自
宅
に

ひ
ん
ぱ
ん

資
格
講
座
の
勧
誘
電
話
が
頻
繁
に
あ
り
困

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、○
○
セ
ン
タ
ー
と
名

乗
る
所
か
ら「
お
金
を
出
せ
ば
対
象
者
名

簿
の
登
録
を
抹
消
す
る
」と
言
わ
れ
た
。

事
例
１
は
、５
年
前
の
契
約
と
は
無
関

係
で
、新
た
な
契
約
の
勧
誘
で
す
。事
例
２

は
、電
話
勧
誘
に
利
用
さ
れ
て
い
る
名
簿

は
多
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
、１
か
所
の
デ

ー
タ
を
抹
消
し
て
も
電
話
勧
誘
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
勧
誘
は
特
定
商
取
引
に
関
す

る
法
律
に
該
当
し
ま
す
。こ
の
法
律
で
は
、

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
た
り
、断
っ

て
い
る
人
を
強
引
に
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。必
要
が
な
け
れ
ば
、き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
月
〜
金
曜
日
の
９

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
�
９
５
４
‐
７
７
９
９

4

学資金（月額）

１万２千円以内

１万２千円以内

２万５千円以内

１万２千円以内
２万５千円以内

２万５千円以内

２万５千円以内

入学一時金
１０万円以内
４０万円以内
１０万円以内
５０万円以内

１０万円以内
５０万円以内
２０万円以内
５０万円以内
２５万円以内
５０万円以内

区分
公立
私立
公立
私立
公立
私立
公立
私立
公立
私立
公立
私立

奨学金

高等学校

高等専門学校
（１～３学年）

高等専門学校
（４・５学年）

専修学校
（専門課程）

短期大学

大学

-１
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お
し
な
り

…
忍
成
慈
美
氏
、佐
久
間
一
雄
氏
、金
子
紀

子
氏
、金
子
美
智
子
氏
▼
第
７
分
団
…
堀

と
も
こ

口
智
子
氏

�
消
防
総
務
課
へ
�
９
５
３

‐
７
１
１
２

●
市
民
保
養
所

５
・
６
月
利
用
分
を
受
け
付
け

施
設
草
津（
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
３
室
）

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

利
用
要
件

５
名
以
内
で
２
泊（
連
泊
）を
限
度
と
し
、

１
回
の
み
の
利
用（
未
成
年
者
だ
け
の
利

用
、ペ
ッ
ト
は
不
可
）
費
用
１
人
１
千
円

（
食
事
代
な
ど
は
自
己
負
担
）
申
し
込
み

３
月
３
日
�
〜
３１
日
�
に
専
用
往
復
は
が

き（
市
民
活
動
支
援
課
、出
張
所
、公
民
館
、

図
書
館
に
用
意
）を
郵
送
か
直
接
市
民
活

動
支
援
課
へ（
１
世
帯
・
１
グ
ル
ー
プ
に
つ

き
１
通
の
み
）
利
用
者
の
決
定
４
月
４

日
�
、９
時
３０
分
か
ら
市
民
活
動
支
援
課

で
公
開
抽
選
を
行
い
決
定

追
加
受
け
付

け
▼
抽
選
で
も
れ
た
方
…
４
月
１４
日
�
、

９
時
か
ら
は
が
き
を
持
っ
て
市
民
活
動
支

援
課
へ
▼
は
が
き
で
申
し
込
ま
な
か
っ
た

方
…
４
月
１５
日
�
、９
時
か
ら
市
民
活
動

支
援
課
へ（
電
話
は
不
可
。随
時
受
け
付
け
）

�
市
民
活
動
支
援
課
へ
内
線
２
５
１
２

●
精
神
保
健
相
談

精
神
的
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
て
、医
療
機
関
で
の
受
診
を
迷
っ
て
い

る
方
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。

日
時
３
月
２８
日
�
、９
時
３０
分
〜
１２
時

対
象
精
神
神
経
科
で
受
診
し
た
こ
と
の
な

い
方

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

�
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
�
９
５
９
‐
５
８
１
１

●
市
税
の
休
日
・
夜
間
の

納
税
相
談
窓
口
を
開
設

市
民
税
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
納
税
相
談
窓
口
を
休
日
、夜
間

に
開
設
し
ま
す
。な
お
、当
日
は
納
税
も
で

き
ま
す
。

日
時
▼
夜
間
…
３
月
６
・
７
日
�
・
�
、１７

時
〜
２０
時
▼
休
日
…
３
月
８・９
日
�・�
、

９
時
〜
１６
時

場
所
収
税
課

�
収
税
課

へ
内
線
１
０
７
３

●
４
月
か
ら
屋
外
広
告
物
の
設
置

許
可
業
務
を
市
が
行
い
ま
す

屋
外
広
告
物
と
は
、看
板
、立
看
板
、広

告
塔
、広
告
板
な
ど
で
、一
定
の
期
間
継
続

し
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
を
言

い
ま
す
。市
内
に
屋
外
広
告
物
を
設
置
す

る
場
合
、こ
れ
ま
で
は
埼
玉
県
川
越
土
木

事
務
所
で
設
置
許
可
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、４
月
１
日
か
ら
は
市
が
行
い
ま

す
。な
お
、す
で
に
許
可
を
受
け
て
い
る
広

告
物
は
、期
間
満
了
ま
で
は
設
置
で
き
ま

す
が
、そ
の
後
も
引
き
続
き
設
置
す
る
場

合
や
、変
更
・
改
造
を
す
る
場
合
は
、市
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
建
築
指
導
課
へ
内
線
２
１
７
７

●
介
護
住
宅
改
修
の
研
修

住
宅
改
修
施
工
業
者
な
ど
を
対
象
に
、

適
切
な
住
宅
改
修
工
事
の
普
及
と
介
護
保

険
住
宅
改
修
費
の
受
領
委
任
払
い
の
推
進

を
目
的
と
す
る
、１
回
め
の
介
護
住
宅
改

修
の
研
修
を
行
い
ま
す
。全
２
回
の
研
修

修
了
後
、修
了
事
業
者
の
名
簿
を
作
成
し
、

要
介
護
者
な
ど
へ
配
布
し
ま
す
。な
お
、２

回
め
の
研
修
は
４
月
以
降
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

日
時
３
月
１１
日
�
、１３
時
３０
分
〜
１６
時

内
容
講
演
・
高
齢
者
の
福
祉
・
介
護
住
宅
改

修
の
考
え
方

講
師
	
高
齢
者
住
環
境
研

究
所
代
表
取
締
役
・
溝
口
千
恵
子
氏
ほ
か

場
所
市
民
会
館

�
電
話
で
介
護
保
険
課

へ
内
線
１
５
５
１

●
消
費
者
団
体
連
絡
会
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
３
月
８
日
�
、１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０

分

内
容
暮
ら
し
を
豊
か
に・ハ
ー
ト・to・

ハ
ー
ト
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
に

よ
る
歌
と
ギ
タ
ー
演
奏

定
員
７０
名

場

所
中
央
公
民
館

�
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
�
９
５
４
‐
７
７
４
５

●
消
費
生
活
講
演
会

日
時
３
月
１８
日
�
、１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０

分

内
容
ハ
ー
ブ
と
健
康
補
助
食
品

講

師
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
澤
賀
津

子
氏

定
員
３０
名

場
所
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

�
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
�
９
５

４
‐
７
７
４
５

●
市
内
の
中
学
生
と
市
長
が
、学
校
の
こ
と
な
ど
を
活
発
に
意
見
交
換

２
月
２
日
、青
少
年
を
育
て
る
狭
山

市
民
会
議
が
主
催
し
、市
内
の
中
学
生

が
市
長
と
話
す「
市
長
と
中
学
生
の
対

談
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
で
４
回
め

の
こ
の
対
談
に
は
市
立
１０
校
、私
立
１

校
か
ら
２
名
ず
つ
参
加
し
、町
田
市
長

と
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。対
談
で
は「
大
切
な
自

然
を
残
し
て
い
き
た
い
」、「
中
学
生
が

参
加
で
き
る
福
祉
活
動
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」、「
学
校
行
事
が
な
く
な
っ
た
り

減
っ
て
し
ま
い
残
念
」な
ど
、意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
、他
校
の
生
徒
同
士

の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

都
市
緑
化
植
物
園

●
植
物
画
展

日
時
３
月
１
日
�
〜
２３
日
�
、９
時
〜
１６

時

内
容
植
物
画
同
好
会
の
協
力
で
植
物

画
を
多
数
展
示

場
所
緑
の
相
談
所

�

緑
の
相
談
所
へ
�
９
５
２
‐
６
１
３
１
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